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(57)【要約】
【課題】　コネクタプラグの挿抜作業者に作業対象とす
るコネクタアダプタ端子を確実に認識させて作業対象の
誤認を未然に防止する。
【解決手段】　コネクタプラグの接続・抜去を行うコネ
クタアダプタ１２がユニット化されたコネクタ接続盤１
１１～１１３を回路基板１３１～１３３に装着し、各基
板のコネクタアダプタ１２に対応する位置に光表示素子
１４を配置し、表示制御装置１７によって光表示素子１
４の変調駆動を制御する。このようにして、コネクタ挿
抜作業時に、コネクタアダプタ１２を特定できる識別情
報を変調発光させ、作業者がその発光情報の識別機能を
備えた工具を用いて識別情報を確認しながら挿抜作業を
行えるようにした。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコネクタアダプタ端子にコネクタプラグを接続または抜去するコネクタ接続装置
において、
　前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられて配置される複
数の光表示素子と、
　前記複数の光表示素子をそれぞれ変調駆動する表示制御手段と、
　前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれを識別するための識別情報を取得する情報取
得手段とを具備し、
　前記表示制御手段は、前記情報取得手段から各コネクタアダプタ端子の識別情報を受け
取り、当該識別情報により各コネクタアダプタ端子に対応する光表示素子を変調駆動する
ことを特徴とするコネクタ接続装置。
【請求項２】
　前記情報取得手段は、予め前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの識別情報を格納
し、個々のコネクタの接続・抜去作業を実行する毎にその履歴を前記識別情報に追加する
ことを特徴とする請求項１記載のコネクタ接続装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記光表示素子を少なくとも前記識別情報により変調駆動して可
視光領域で発光させるモード、前記識別情報により変調駆動して非可視光領域で発光させ
るモードを備えることを特徴とする請求項１または２記載のコネクタ接続装置。
【請求項４】
　さらに、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられて配置
されて信号光を受光する複数の受光素子と、
　前記複数の受光素子それぞれで受光された光信号を復調することによって任意の情報を
取得する受信手段とを備えることを特徴とする請求項１乃至３記載のいずれか記載のコネ
クタ接続装置。
【請求項５】
　複数のコネクタアダプタ端子にコネクタプラグを接続または抜去するコネクタ接続装置
であって、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられて配置
される複数の光表示素子と、前記複数の光表示素子をそれぞれ変調駆動する表示制御手段
と、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれを識別するための識別情報を取得する情報
取得手段とを具備し、前記表示制御手段が、前記情報取得手段から各コネクタアダプタ端
子の識別情報を取得し、当該識別情報により各コネクタアダプタ端子に対応する光表示素
子を変調駆動するコネクタ接続装置に用いられ、
　前記複数のコネクタアダプタ端子の任意の端子に対して前記コネクタプラグを接続また
は抜去するコネクタ挿抜工具において、
　前記コネクタプラグの挿抜部に配置され、前記コネクタアダプタ端子に対応付けられて
配置された光表示素子の表示光を受光する受光素子と、
　前記受光素子で受光された表示光を復調して前記識別情報を取得する受信手段と
を具備することを特徴とするコネクタ挿抜工具。
【請求項６】
　前記コネクタ接続装置がさらに、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個
別に対応付けられて配置されて信号光を受光する複数の受光素子と、前記複数の受光素子
それぞれで受光された光信号を復調することによって情報を取得する受信手段とを備える
とき、
　前記コネクタプラグの挿抜部に配置され、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれに
対応付けられて配置された複数の受光素子に向けて表示光を発する光表示素子と、
　任意の情報により前記光表示素子を変調駆動する表示制御部と
を具備することを特徴とする請求項５記載のコネクタ挿抜工具。
【請求項７】
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　複数のコネクタアダプタ端子にコネクタプラグを接続または抜去するコネクタ接続装置
であって、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられて配置
される複数の光表示素子と、前記複数の光表示素子をそれぞれ変調駆動する表示制御手段
と、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれを識別するための識別情報を取得する情報
取得手段とを備え、前記表示制御手段が、前記情報取得手段から各コネクタアダプタ端子
の識別情報を取得し、当該識別情報により各コネクタアダプタ端子に対応する光表示素子
を変調駆動するコネクタ接続装置と、
　前記複数のコネクタアダプタ端子の任意の端子に対して前記コネクタプラグを接続また
は抜去する挿抜部に配置され、前記コネクタアダプタ端子に対応付けられて配置された光
表示素子の表示光を受光する受光素子と、前記受光素子で受光された表示光を復調して前
記コネクタアダプタ端子の識別情報を取得する受信手段とを備えるコネクタ挿抜工具とを
具備し、
　前記コネクタ接続装置は、前記コネクタプラグに予め付与される識別情報により当該プ
ラグの挿抜を行うコネクタアダプタ端子に対応する光表示素子を変調駆動し、
　前記コネクタ挿抜工具は、前記光表示素子の表示光を受光して前記コネクタプラグの識
別情報を復調することで挿抜対象のコネクタアダプタ端子を識別することを特徴とするコ
ネクタ挿抜管理システム。
【請求項８】
　前記コネクタ接続装置は、さらに、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に
個別に対応付けられて配置されて信号光を受光する複数の受光素子と、前記複数の受光素
子それぞれで受光された光信号を復調することによって情報を取得する受信手段とを備え
、
　前記コネクタ挿抜工具は、前記コネクタプラグの挿抜部に配置され、前記複数のコネク
タアダプタ端子それぞれに対応付けられて配置された複数の受光素子に向けて表示光を発
する光表示素子と、任意の情報により前記光表示素子を変調駆動する表示制御部とを備え
、
　前記コネクタ接続装置とコネクタ挿抜工具との間で表示光による双方向通信を行うこと
を特徴とする請求項７記載のコネクタ挿抜管理システム。
【請求項９】
　前記コネクタ接続装置の情報取得手段は、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれに
対して行われた挿抜の履歴を蓄積する情報記憶部を備えることを特徴とする請求項７また
は８記載のコネクタ挿抜管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、それぞれコネクタプラグが接続される複数のコネクタアダプタ端子をユニッ
ト化したコネクタ接続盤を複数個配列してなるコネクタ接続装置と、このコネクタ接続装
置に対して任意のコネクタプラグ挿抜するためのコネクタ挿抜工具と、コネクタ接続装置
の全コネクタアダプタそれぞれに関する情報を管理して挿抜作業者／管理者に提示するコ
ネクタ挿抜管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のコネクタ接続盤は、多数のコネクタのアダプタ端子（以下、コネクタアダプタと
記す）をユニット化し、任意のコネクタアダプタに対してコネクタプラグを接続または抜
去することが可能となされている。ところで、この種のコネクタ接続盤にあっては、高密
度実装のためにコネクタの誤接続、誤抜去が多くなっている。このことから、コネクタア
ダプタそれぞれの近傍にＬＥＤ等の発光素子を配置し、コネクタプラグの接続・抜去対象
となるコネクタアダプタの近傍に配置された発光素子を点灯させることで、接続・抜去対
象のアダプタ位置を案内することが提案されている（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
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【特許文献１】特開２００７－２３２９６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のようなコネクタ接続装置における発光素子点灯による接続・抜去
案内方法では、接続・抜去対象コネクタアダプタを目視で案内するようにしているにすぎ
ず、作業者は作業対象のアダプタに関する情報が直接得られないため、作業対象の誤認を
生じてしまい、誤接続または誤抜去を引き起こすおそれがある。
【０００５】
　本発明の目的は、コネクタプラグの挿抜作業者に作業対象とするコネクタアダプタを確
実に認識させて作業対象の誤認を未然に防止し、接続状態の変更があっても正確な配線作
業と正確な配線データを構築することのできるコネクタ接続装置、コネクタ挿抜工具およ
びそのコネクタ挿抜管理システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明は以下のような態様による構成とする。
　（１）複数のコネクタアダプタ端子にコネクタプラグを接続または抜去するコネクタ接
続装置において、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられ
て配置される複数の光表示素子と、前記複数の光表示素子をそれぞれ変調駆動する表示制
御手段と、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれを識別するための識別情報を取得す
る情報取得手段とを具備し、前記表示制御手段は、前記情報取得手段から各コネクタアダ
プタ端子の識別情報を取得し、当該識別情報により各コネクタアダプタ端子に対応する光
表示素子を変調駆動することを特徴とする。
【０００７】
　（２）（１）の構成において、前記情報取得手段は、予め前記複数のコネクタアダプタ
端子それぞれの識別情報を格納し、個々のコネクタの接続・抜去作業を実行する毎にその
履歴を前記コネクタ情報に追加することを特徴とする。
　（３）（１）または（２）の構成において、前記表示制御手段は、前記光表示素子を少
なくとも前記識別情報により変調駆動して可視光領域で発光させるもモード、前記識別情
報により変調駆動して非可視光領域で発光させるモードを備えることを特徴とする。
【０００８】
　（４）（１）乃至（３）の構成において、さらに、前記複数のコネクタアダプタ端子そ
れぞれの近傍に個別に対応付けられて配置されて信号光を受光する複数の受光素子と、前
記複数の受光素子それぞれで受光された光信号を復調することによって任意の情報を取得
する受信手段とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　（５）複数のコネクタアダプタ端子にコネクタプラグを接続または抜去するコネクタ接
続装置であって、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられ
て配置される複数の光表示素子と、前記複数の光表示素子をそれぞれ変調駆動する表示制
御手段と、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれを識別するための識別情報を取得す
る情報取得手段とを具備し、前記表示制御手段が、前記情報取得手段からコネクタアダプ
タ端子の識別情報を取得し、当該識別情報により各コネクタアダプタ端子に対応する光表
示素子を変調駆動するコネクタ接続装置に用いられ、前記複数のコネクタアダプタ端子の
任意の端子に対して前記コネクタプラグを接続または抜去するコネクタ挿抜工具において
、前記コネクタプラグの挿抜部に配置され、前記コネクタアダプタ端子に対応付けられて
配置された光表示素子の表示光を受光する受光素子と、前記受光素子で受光された表示光
を復調して前記識別情報を取得する受信手段とを具備することを特徴とする。
【００１０】
　（６）（５）の構成において、前記コネクタ接続装置がさらに、前記複数のコネクタア
ダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられて配置されて信号光を受光する複数の受
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光素子と、前記複数の受光素子それぞれで受光された光信号を復調することによって情報
を取得する受信手段とを備えるとき、前記コネクタプラグの挿抜部に配置され、前記複数
のコネクタアダプタ端子それぞれに対応付けられて配置された複数の受光素子に向けて表
示光を発する光表示素子と、任意の情報により前記光表示素子を変調駆動する表示制御部
とを具備することを特徴とする。
【００１１】
　（７）複数のコネクタアダプタ端子にコネクタプラグを接続または抜去するコネクタ接
続装置であって、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられ
て配置される複数の光表示素子と、前記複数の光表示素子をそれぞれ変調駆動する表示制
御手段と、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれを識別するための識別情報を取得す
る情報取得手段とを備え、前記表示制御手段が、前記情報取得手段から各コネクタアダプ
タ端子の識別情報を取得し、当該識別情報により各コネクタアダプタ端子に対応する前記
光表示素子を変調駆動するコネクタ接続装置と、前記複数のコネクタアダプタ端子の任意
の端子に対して前記コネクタプラグを接続または抜去する挿抜部に配置され、前記コネク
タアダプタ端子に対応付けられて配置された光表示素子の表示光を受光する受光素子と、
前記受光素子で受光された表示光を復調して前記コネクタアダプタ端子の識別情報を取得
する受信手段とを備えるコネクタ挿抜工具とを具備し、前記コネクタ接続装置は、前記コ
ネクタプラグに予め付与される識別情報により当該プラグの挿抜を行うコネクタアダプタ
端子に対応する光表示素子を変調駆動し、前記コネクタ挿抜工具は、前記光表示素子の表
示光を受光して前記コネクタプラグの識別情報を復調することで挿抜対象のコネクタアダ
プタ端子を識別することを特徴とする。
【００１２】
　（８）（７）の構成において、前記コネクタ接続装置は、さらに、前記複数のコネクタ
アダプタ端子それぞれの近傍に個別に対応付けられて配置されて信号光を受光する複数の
受光素子と、前記複数の受光素子それぞれで受光された光信号を復調することによって情
報を取得する受信手段とを備え、前記コネクタ挿抜工具は、前記コネクタプラグの挿抜部
に配置され、前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれに対応付けられて配置された複数
の受光素子に向けて表示光を発する光表示素子と、任意の情報により前記光表示素子を変
調駆動する表示制御部とを備え、前記コネクタ接続装置とコネクタ挿抜工具との間で表示
光による双方向通信を行うことを特徴とする。
【００１３】
　（９）（７）または（８）の構成において、前記コネクタ接続装置の情報取得手段は、
前記複数のコネクタアダプタ端子それぞれに対して行われた挿抜の履歴を蓄積する情報記
憶部を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、本発明では、コネクタアダプタ端子近傍にコネクタアダプタ端子を識別
する光表示素子を設け、光表示素子を識別情報により変調駆動して発光させることで、コ
ネクタアダプタ端子の識別や配線情報の更新を即時に実行することが可能となり、正確で
経済的な挿抜管理システムを構築することが可能となる。
【００１５】
　したがって、本発明によれば、コネクタプラグの挿抜作業者に作業対象とするコネクタ
アダプタを確実に認識させて作業対象の誤認を未然に防止し、接続状態の変更があっても
正確な配線作業と正確な配線データを構築することのできるコネクタ接続装置、コネクタ
挿抜工具およびそのコネクタ挿抜管理システムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施形態に係るコネクタ接続装置の構成を示す概念図である。図１に
おいて、１１１～１１３はそれぞれｎ連（図では５連）ＭＵ（Miniature Unit）コネクタ
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アダプタ１２を一体形成した既存のコネクタ接続盤である。各コネクタ接続盤１１１～１
１３は、それぞれｍ列（図では３列）に配置されたプリント配線による回路基板１３１～
１３３に装着される。回路基板１３１～１３３には、それぞれ装着されたコネクタ配線盤
１１１～１１３の各コネクタアダプタ１２の近傍に対応付けられて位置するように、ＬＥ
Ｄ等の発光素子による光表示素子１４がプラグ挿入方向に向けて配置される。
【００１７】
　各回路基板１３１～１３３はそれぞれマザーボード１５に並列に装着配線される。マザ
ーボード１５は、全コネクタアダプタ１２のコネクタ接続情報を格納するための情報記憶
部１６を備え、各光表示素子１４の表示を作業者の操作入力または管理用コンピュータ装
置２１からの指定入力に応じて制御する表示制御装置１７に接続される。この表示制御装
置１７は、上記管理用コンピュータ装置２１を通じて、多数のコネクタ接続装置の全コネ
クタアダプタの接続に関する情報を一元管理するデータベースサーバ２２に接続され、任
意のコネクタ接続装置におけるコネクタアダプタの識別情報を取得可能となされている。
【００１８】
　上記表示制御装置１７は、情報記憶部１６と共にコネクタ挿抜管理機能を構成するもの
である。図２にコネクタ挿抜管理機能の具体的な構成を示す。図２において、表示制御装
置１７は、上記管理用コンピュータ装置２１と接続して情報の入出力を行うインターフェ
ース部１７１と、作業者の指示操作入力を受け付ける操作入力部１７２と、全コネクタア
ダプタ１２に対応する各光表示素子１４を表示制御する表示処理部１７３と、表示処理部
１７３の処理に要する情報を表示する表示部１７４とを備える。上記表示処理部１７３は
、インターフェース部１７１を通じて管理用コンピュータ装置２１から入力される指示、
または操作入力部１７２からの操作入力による指示に従って、情報記憶部１６から各コネ
クタアダプタ１２に対応する識別情報を取り出して、光表示素子１４の表示情報を制御す
る。
【００１９】
　上記情報記憶部１６への情報の書き込みや変更は、表示処理部１７３及び表示部１７４
を用いて操作入力部１７２からの操作入力指示に従って行われる。また、インターフェー
ス部１７１を通じて管理用コンピュータ装置２１からの指示を受けてもよい。上記情報記
憶部１６には、コネクタ接続盤１１１～１１３の各コネクタアダプタ１２のコネクタプラ
グ等との接続情報、接続先の装置、サービス提供先のリスト、配線作業の履歴、作業者な
どの情報を必要に応じて保持され、管理用コンピュータ装置２１、データベースサーバ２
２が接続されていなくでも、任意の情報を取得可能となされている。保持データとしては
テキストデータのほかに音声や画像として保持することもできるものとする。
【００２０】
　上記回路基板１３１～１３３は、図３に示すように、光表示素子１４１～１４ｎ毎に、
表示情報判別部Ａ１～Ａｎ、変調駆動部Ｂ１～Ｂｎを備え、表示制御部１７から表示すべ
き識別情報が与えられると、管理している光表示素子を対象としているか判別し、対象と
している系統では、変調駆動部Ｂ１～Ｂｎにおいて、入力した表示情報によって光表示素
子１４１～１４ｎを変調駆動し、これによって識別情報を信号光に乗せて送出する。変調
方式としては、一般的には強度変調または周波数変調が利用可能であり、可視光で変調す
るモードと非可視光で変調するモードを備えることで、作業者が特定の端子を目視で確認
することが可能となる。
【００２１】
　上記構成において、以下にその運用について説明する。
　図１に示すように、光表示素子１４はコネクタ接続盤１１１～１１３のコネクタアダプ
タ１２の端子近傍に設置され、光表示素子１４の表示状態は表示制御装置１７により制御
される。光表示素子１２は回路基板１３１～１３３のコネクタ接続盤側のコネクタアダプ
タ１２に対応する近傍に取り付けられる。ｎ連ＭＵコネクタアダプタで構成されるコネク
タ接続盤１１１～１１３においては、回路基板１３１～１３３に表示素子３をコネクタア
ダプタ１２の端子位置にあわせて配置する。表示制御装置１７と光表示素子１４との間は
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マトリクス回路によって接続することで配線数を最小限にすることができる。また光表示
素子１４を回路基板１３１～１３３に取り付けることで、既設のコネクタ接続盤に容易に
取り付けることができる。表示制御装置１７と光表示素子１４との配線はマトリクス回路
にすることで、複数の光表示素子１４の配線数を少なくすることができる。
【００２２】
　また、指定のコネクタアダプタ１２にコネクタプラグ（図示せず）を接続するときは、
指定の端子を目視できる表示光で発光させることで、接続端子を明示することができる。
コネクタアダプタ１２に対応する端子表示光は点灯、消灯の他に点滅表示を行い、それぞ
れに意味付けすることができる。コネクタアダプタ１２の両サイドに光表示素子１４を実
装した回路基板が配置されている場合は、コネクタ端子の両サイドの光表示素子１４を発
光させることで、より正確にコネクタ端子の位置を明示することができる。これにより、
作業者は発光している光表示素子１４の近傍に位置する端子にコネクタプラグを接続すれ
ばよく、端子を探す作業が簡略化することができる。
【００２３】
　光表示素子１４の表示光の表示色を変えることで、提供しているサービスの種別などを
明示することもできる。光表示素子１４はＬＥＤを使用することができる。小型のＬＥＤ
も普及しており、高密度に集積されたＭＵコネクタ接続盤などでも十分に設置可能である
。
【００２４】
　本実施形態では、コネクタ接続盤１１１～１１３が接続されるマザーボード１５に情報
記憶部１６が実装される。これにより、情報記憶部１６にはコネクタアダプタ１２の各々
の端子に関する情報を保持することができる。また、コネクタプラグ等との接続情報も含
めて保持することができる。また、情報記憶部１６には接続先の装置、サービスを提供先
のリスト、配線作業の履歴、作業者などの情報を保持することができる。保持データとし
てはテキストデータのほかに音声や画像として保持することもできる。
【００２５】
　このような情報記憶部１６への情報の書き込みや変更は、表示制御装置１７の情報処理
部１７３と表示部１７４を使用する。また、インターフェース部１７１から汎用ＰＣ（Pe
rsonal Computer）による管理用コンピュータ装置２１に接続し、当該コンピュータ装置
２１との間で識別情報を入出力することができる。
【００２６】
　図４は、上記表示制御装置１７による一連の処理の流れを示すフローチャートである。
まず、コネクタ接続・抜去の実行指示入力を判断し（ステップＳ１）、指示入力を判別す
ると、コネクタ選択画面を表示し（ステップＳ２）、コネクタ指定入力を受け付ける（ス
テップＳ３）。コネクタ指定入力があった場合には、該当する識別情報を情報記憶部１６
から取得してコネクタ位置を表示して、例えばコネクタ接続盤単位で複数のアダプタ端子
位置を変調発光させる（ステップＳ４）。このように変調された信号を受光して指定の端
子であることを確認しながらコネクタ接続・発去の準備を行い（ステップＳ５）、指定の
コネクタ接続・抜去を行って（ステップＳ６）一連の処理を終了する。
【００２７】
　図５は本発明の実施形態に適用されるコネクタ端子識別機能を示す概念図である。図５
において、Ｌは変調した表示光である。本実施形態のコネクタ端子識別部は変調した表示
光を発光する光表示素子１４による。光表示素子１４は点灯や点滅、消灯、表示色などの
目視確認ができる表示形態のほかに、コネクタアダプタ１２の個々の端子情報で変調をか
ける。変調方法としては、強度変調や周波数変調が利用できる。端子情報を光信号で提示
する場合、どの端子を検知しても即座に情報を取得できることが必要である。検知時間は
１秒以下が好ましい。
【００２８】
　また、コネクタ接続盤の高密度化が進められ、現在では４０００心以上のＭＵコネクタ
接続盤が普及している。このため、作業の効率性を考慮すると、これら多数のコネクタア
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ダプタ端子についてどの端子でも１秒以内で検知できるようにすることが望ましい。その
ためには、一定個数の端子をブロックにして、ブロック内の端子に対応する光表示素子１
４を同時に発光させるとよい。検証実験では、２５６端子以下を１ブロックに形成するこ
とで、１秒以下の検知時間を確保することができた。
【００２９】
　図６は上記実施形態の構成に、さらにコネクタ端子識別用の変調表示光検知部１８を回
路基板１３１～１３３に配置した場合の構成を示す図である。変調表示光検知部１８で受
光された信号光は、回路基板１３１～１３３に設けられる復調部（図示せず）で復調され
て上記表示制御装置１７に送られる。すなわち、外部からの変調表示光を受光すると、そ
の光受信信号を復調して伝送情報を受け取り、表示制御装置１７で識別する機能を有する
。尚、変調表示光検知部１８の受光方向及びその変調表示光検知部１８に隣接する光表示
素子１４からの表示光Ｌに指向性を持たせることで、隣接する表示光は読み込まない。
【００３０】
　光表示素子１４の表示光を受信するための光受信端末、変調表示光検知部１８に対する
外部からの表示光の光源はコネクタプラグの挿抜を行うコネクタ挿抜工具に装備すること
ができる。図７は本実施形態のコネクタ挿抜工具３１の構成を示すもので、この工具３１
はレバー３１１を引くことで工具先端部でコネクタプラグ３０を把持することができる。
この工具先端部に、光表示素子３２、変調表示光検知部３３を装備させ、信号処理部・Ｉ
Ｆ（インターフェース）部３４で前述の管理用コンピュータ装置２１と接続して受信光、
送信光の信号処理を実行する。これにより、回路基板１３１～１３３とコネクタ挿抜工具
３１との間で双方向の通信を行うことができる。コネクタ挿抜工具３１側から送信する光
信号をコマンド信号にすれば、回路基板１３１～１３３側で受信したコマンドを解析し、
情報を出力または表示することもできる。
【００３１】
　ここで、光表示素子３２としてＬＥＤ等を使用し、変調表示光検知部３３にはフォトダ
イオードを用いることができる。コネクタ挿抜工具３１に変調表示光検知部３３を取り付
けることで、コネクタプラグ３０の挿抜時に変調した表示光を検知することができる。変
調した表示光は全ての端子近傍で発光させることができるため、コネクタ挿抜時に任意の
端子でコネクタ挿抜を行ってもどの端子を作業しているかが即時に判別することができる
。作業指示書によるコネクタ挿抜作業は、通常が特定の端子を指定して行うので、誤った
端子のコネクタ挿抜を行おうとすると、その誤りを事前にチェックすることができる。
【００３２】
　コネクタ挿抜工具３１にはロック機構部３１２を実装する。このロック機構部３１２に
より誤った端子の作業を実施しようとすると、前記のチェック機能によりコネクタプラグ
３０の挿抜ができないようにロックをかけることができる。特にコネクタの抜去は接続し
ている通信が遮断されるために影響が大きい。本実施形態により、これらのヒューマンエ
ラーを回避する機能が容易に構築することができる。
【００３３】
　尚、変調表示光検知部１８による信号識別処理は、コネクタアダプタ近傍以外でもよく
、例えばコネクタ接続盤１１１～１１３に設置することもできる。このようにした場合に
は、外部から変調した表示光のみを送信する機能を有するものからコマンド等を送信する
ことで、接続情報や配線架情報、配線作業履歴等の情報を表示させることもできる。
【００３４】
　また、このコネクタ挿抜工具３１の信号処理部・ＩＦ部３４は管理用コンピュータ装置
２１を通じてデータベースサーバ２２に接続可能であり、識別情報を用いてコネクタ挿抜
を管理する機能を有する。
　図８は本実施形態のコネクタ挿抜管理をシステム化した場合の構成を示す概念図である
。このとき、コネクタプラグ３０には、予め識別用のＩＤが付与されており、各コネクタ
の情報はデータベースサーバ２２で管理されている。コネクタ接続盤１１１～１１３にお
いて個々のコネクタ１２の接続を行う場合、コネクタアダプタ１２の端子とコネクタプラ
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グＩＤを指示する。これらの指示を受けて、表示制御装置１７ではコネクタ接続盤１１１
～１１３の各光表示素子１４を目視できる表示光で発光させる。作業者はコネクタプラグ
３０のＩＤを読み取り、正しいプラグをコネクタ挿抜工具３１に把持し、表示している端
子に接続する。このとき、コネクタ挿抜工具３１の変調表示光検知部３３で端子情報を取
得し、指示内容と照合する。正しいと判断できた場合に接続を実施する。このとき、接続
情報を管理用コンピュータ装置２１を通じてデータベースサーバ２２に通信してデータベ
ースサーバ２２の更新を即時に行うことができる。コネクタの抜去時も同様に実施するこ
とができる。
【００３５】
　また、図８の実施形態において、図６に示す光表示素子１４及び変調表示光検知部１８
と同様に、コネクタ挿抜工具３１に光表示素子３１２と変調表示光検知部３３を具備した
場合には、さらにコネクタ接続盤１１１～１１３とコネクタ挿抜工具３１間において双方
向の通信機能を提供することができる。コネクタ挿抜工具３１側からコネクタ接続盤１１
１～１１３側にコネクタプラグ３０のＩＤ情報を送信することや処理命令を送付すること
ができる。コネクタ挿抜工具３０側からコネクタプラグＩＤを送信した場合、コネクタ接
続盤１１１～１１３側のコネクタアダプタ端子１２の検知部１８がコネクタプラグＩＤを
検知して、コネクタプラグＩＤとコネクタアダプタ端子の接続関係が認識される。この結
果をデータベースシステムや情報記憶部１６に保持することができる。
【００３６】
　ところで、コネクタ接続盤１１１～１１３におけるコネクタの接続や抜去作業は、通常
、コネクタアダプタ端子やコネクタプラグＩＤ（番号）を指定して行われる。配線作業に
おいて指定どおりに作業が行われているかどうかを目視で確認しているが、本発明では、
これらの確認を作業時に即座に実施することができ、誤接続や誤抜去を未然に防止するこ
とができる。また、正しい接続や抜去が行われたときには即座にＤＢに登録する機能を提
供することができる。
【００３７】
　コネクタ挿抜工具３０側やコネクタ接続盤１１１～１１３側の光表示素子１４からコマ
ンドを送信する場合には、作業性を考慮すると１秒以下でコマンドが認識できる必要があ
るが、これらのコマンドを変調信号で送付する場合、コマンド送信時間はコネクタアダプ
タ１端子当たり１０ｍｓ以内にすることでコマンドを認識できる時間を１秒以内にするこ
とができる。
【００３８】
　コネクタ接続盤近傍のマザーボード１５に実装した情報記憶部１６には、接続情報とし
て接続先の氏名や氏名ＩＤ、通信サービスの情報、伝送装置の情報、接続作業を行った作
業者の情報や作業者履歴などの情報を記録でき正確で経済的な光配線管理システムを構築
できる。
【００３９】
　尚、この発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成を削除してもよい。さらに、異なる実施形
態例に亘る構成要素を適宜組み合わせても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態に係るコネクタ接続装置の構成を示す概念図。
【図２】上記実施形態のコネクタ挿抜管理機能の具体的な構成を示すブロック図。
【図３】上記実施形態に用いられる回路基板の具体的な構成を示すブロック図。
【図４】上記実施形態に用いられる表示制御装置による一連の処理の流れを示すフローチ
ャート。
【図５】本発明の実施形態に適用されるコネクタ端子識別機能を示す概念図。
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【図６】上記実施形態の構成に、さらにコネクタ端子識別用の変調表示光検知部１８を回
路基板１３１～１３３に配置した場合の構成を示す概念図。
【図７】上記実施形態のコネクタ挿抜工具の構成を示すブロック図。
【図８】上記実施形態のコネクタ挿抜管理をシステム化した場合の構成を示す概念図。
【符号の説明】
【００４１】
　 １１１～１１３…コネクタ接続盤、１２…コネクタアダプタ、１３１～１３３…回路
基板、１４…光表示素子、１５…マザーボード、１６…情報記憶部、１７…表示制御装置
、１７１…インターフェース部、１７２…操作入力部、１７３…表示処理部、１７４…表
示部、１８…変調表示光検知部、２１…管理用コンピュータ装置、２２…データベースサ
ーバ、３０…コネクタプラグ、３１…コネクタ挿抜工具、３１１…レバー、３１２…ロッ
ク機構部、３２…光表示素子、３３…変調表示光検知部、３４…信号処理部・ＩＦ（イン
ターフェース）部。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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